
【学会報告】 
学会名：第26回日本生涯スポーツ学会大会 
開催日：2024年10月26日(土)～27日(日) 
場所：流通科学大学 

〈土曜日〉 
・シンポジウム 
　スポーツをより楽しく続けられるためにというところ
を、心理学的な面で考察している先生の話が一番残ってい
ます。 
・口頭発表 
　研究発表について、昨年は企業で参加しているのは自分
だけでしたが、今年は病院での研究発表があり、学生以外
でも生涯スポーツに関しての研究に対しての取り組みの広
がりを感じました。昨年も聞いてくださっていた学生さん
が企業に就職されて聞きに来てくださっていたり、その方
から質問をいただいたりと昨年からのつながりも感じるこ
とができました。 
　「慣れ」の要素に関して質問をいただきましたが、企業
内での研究ということで「体軸体操を行わない群」を設定
することができず、企業内で行う研究の限界を感じまし
た。 
　貴重な現場からのデータであるため、今後この論文をど
の様に活かしていきたいかという質問に関しては、まだまだ体軸というのは知識とか理論
的な部分でまだまだマイナーな分類に入ると思うので、私感ですが、自分自身スポーツを
やっていて体軸を取り入れたことでパフォーマンスが上がった体験があるので、もっとス
ポーツの現場で広まっていくと嬉しいし、そのように活かせるといいなと思っていること
を伝えました。 



【次回研究予定】 
　体軸体操以外の任意の体操群との運動パフォーマンス変化の比較 

【終わりに】 
　今回はたくさんのデータサンプルを集めるために、全国のスクールに協力を仰ぎ、デー
タ収集を行いました。そのおかげでおよそ90名の年長～小学6年生のデータを集めること
ができ、昨年よりも統計学的により根拠のある論文を作成することができたと思います。
ご協力いただいた全国のスクールトレーナーの皆さん、全国のスクール生の皆さん、あり
かとうございました。


